
あけましておめでとうございます。年

が明けて、今年の目標を立てましたか。今

年の干支は『丑(うし)』ですね。牛は、のん

びり・真面目（まじめ）なイメ－ジがあるか

もしれません。おっとりと草をはむ、のんびりとした姿が思い浮

かぶ牛ですが、実はとても力持ちで、日本では昔から荷物を運

ぶための労働力として、人の生活に欠かせない大切な動物でし

た。勤勉に働く姿が、「誠実さ」を象徴し、縁起の良い動物とし十

二支に加えられたとも言われています。また丑年は、先を急がず

一歩一歩着実に物事を進めることが大切な年と言われていま

す。どうか皆さんも、どしっと構えて、力強く歩みを進めてほし

いと思います。

新たなスタートをきった年度のまとめを、皆さんにとっては今

の学年、特に３年生にとっては９年間の義務教育の最終学年のま

とめとする大切な時です。３学期は、自分の力を信じ、次につな

げる学期にしてほしいと思っています。

ではどのようにして「力」をつけていますか？とにかくやって

みる人、やってみて伸びを確認する人、どれ

くらい出来るようになっているのかを確か

め、出来ていないところ集中的にやる人等

々、成果を一時的ではなく、様々な場面で活

用できる力として身につけたり共有したりするためにも、しっか

り「振り返る」ことが大切です。振り返ってみて、うまくいったな

ら、なぜうまくいったのか、うまくいった要因を確認することが

大切だと思います。逆に、うまくいかなかったならば、どうした

からうまくいかなかったのかを考えておくことが、次につなげる

学期になると思われます。今年の干支「丑」のごとく、一歩一歩着

実に歩みを進め（Go Forward!) 今年度のまとめと同時に、

次年度への準備をしましょう。

３年生の皆さんは、進路決定の時が近づいてきています。今ま

でいろいろな受験生と接してきました。大切なことは、「受験だ

からと言って特別なことをしないで、淡々と日常生活をきちん

とこなし、やるべきことをやっていた生徒が成果につながった」

ということです。結果は、いい時もそうでない時もあります。そ

れで終わりではありません。次があります。翌日から再スター

ト！きっといい結果につながると信じて、最後まで諦めず前進

あるのみです！

また、今年はコロナ禍での入試となります。人一倍健康面には

留意していると思いますが、決して無理をしないことや感染症対

策を今までとおりきっちりやる事が大切だと思います。誰もが

通る道でもあります。体調管理も含

め全員で乗り越えることを願ってい

ます。いい春が迎えられるよう、後

輩、先生方共に３年生を応援してい

ます。

昨年の１０月より教育活動学習支援員として、３人の先生方（中

谷、九門、藤本各先生）が本校に来ていただいていることを１０月

号でも紹介しました。もう一人石川先生がこの3学期から本校に

来ていただいてます。奈良県や宇陀市における新型コロナウィ

ルス感染症の感染者が増えつつある現状から、「学校での生徒に

対する保健・安全面での補助」という目的で来ていただいてま

す。何か心配事や気になる事があれば、遠慮無く石川先生にも相

談してください。

『はじめまして、石川彰子です。例年に

ない寒さの続く今日この頃、保護者の皆

様には学校の保健教育活動にご理解とご

協力いただきう、心より感謝いたします。

未だ続くコロナの渦中、お子様の健康・

安全を第一に考え、健やかな体で、充実

した毎日をすごせるよう、支え寄り添っていきたいと思っており

ます。また、何か心配事や気になる事などがあれば遠慮無くご相

談ください。』

《ソフトテニス》

○12/26(土)､27(日)第３７回近畿中学生ソフトテニス選抜イ

ンドア大会 (滋賀県長浜バイオ大学ド－ム)

＜女子団体＞ ３位入賞
～出場メンバ－～

間井谷 紗生(1年) 福井 理央(1年)

朝日 琴音(1年) 髙場 美音(1年)

森本 唯加(1年) 森本 彩加(1年)

三枝 晄(1年) 古波津 あす乃(2年)

《吹奏楽》

○1/１6(土) 第４８回奈良県アンサンブルコンテスト（大和高田

市さざんかホ－ル）

管打八重奏 銀賞

全国的にも奈良県でも新型コロナウィルス感染者が増加傾向

にあります。今一度、日頃の感染症対策を見直

し、「うつらない、うつさない」を意識し、マス

クの着用、手指の消毒、換気を徹底した行動を

しよう!!

草にも木にも いいことをしよう 人にも自分にも いいことをしよう

令和２年度
本 年 度 の 重 点

『 一 人 ひ と り が 活 躍 で き る 榛 原 中 』
～目標をも ち主体的に生きる生徒の育成～

令和３年 １月２０日（水）１月号
（http://www.haibara-jh.ed.city.uda.nara.jp/index.html） （文責 ： 山 本）
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